
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進め！ドクター大竹の会 
                会報 第 11 号 2017 年 4 月 2日発行 

  発行 
 

「進め！ドクター大竹の会」総会開催 
--原発・核燃をやめて、いのちとふるさとを守るために-- 

 ↓ 会場の様子  

 

 

 

＜内部資料＞発行／進め！ドクター大竹の会 

「進め！ドクター大竹の会」公式ホームページ：http://susume-dr-otake.jp    ＜2017 年会費納入のお願い＞ 

大竹進 公式ホームページ：http://otake-susumu.jp       郵便振替口座 02260-9-115810 

                              年会費 1000 円 

 

 3 月 25 日（土）青森市のリンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール）にて、「進め！ドクター大竹の会」総

会が開催されました。参加者は 60 名ほどで、来賓として共産党青森県委員会の畑中委員長と社民党青森県連合の

三上代表が臨席されました。来賓の挨拶後に、古村一雄事務局長より 2016 年度の活動実績と 2017 年度の活動方針

案、2016 年度の決算報告及び 2017 年度予算案の説明があり、今後の活動方針などに関して議論に入りました。 

♬大MagRockVOL.10＆大間原発反対現地集会🎶 

大MagRock：2017 年 7 月 15 日 正午～16 日 17：00 まで 

第 10 回大間原発反対現地集会＆デモ 16 日正午～15：00 

場所：大間町 大間原発に反対する地主の会・所有地 

会場からは、「今年も被ばくなどに関する講演会を開催してほし

い」「現在の状況では再処理工場が 2018年度内に本格稼働する可能

性があるので、様々なやり方で核燃再処理を止めるような動きをし

てほしい」「青森県エネルギー対策局が東奥日報に『放射能は安全』

というような広告を掲載している。このような県税の使い方に関し

ては、監査請求してほしい」「自分たちは選挙の際に弘前地区で 2000

件以上の電話がけを行った。そのような活動をほかの地区でも取り

組むべきだ」などの意見が出ました。また、青森で保養の活動をし

ている方から、福島の人びとの苦悩や保養の必要性を訴える報告と

青森市での保養活動への協力のお願いもありました。 

古村事務局長は、大竹進氏が目指すべき選挙に関して、今後 具

体的に議論を開始し、年内に態勢の構築を図っていく決意を述べま

した。また、大竹の会の役員改選は、共同代表の品川信良氏が顧問

となり、神田健策氏が共同代表の一人に新たに就任しました。その

他は全て留任となりました。最後に、大竹進氏が 青森県唯一の無

医村である佐井村に医師を呼ぶ「佐井村プロジェクト」や青森県内

の医師不足に関する報告を行いました。 

 その後、会場を移して開かれた懇親会には 40名ほどが参加し、さ

らには田名部匡代参議院議員も駆けつけ、大いに盛り上がりました。 
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 ↑   閉会の挨拶をする大竹進氏 

「第 6 回 さようなら原発・核燃『311』青森集会」に参加 
 ― ♬ ススムン・ススミンも大活躍 🎶 ― 

 

↑ デモ行進の様子。大竹進氏は垂れ幕を持つ左端 

 2017 年 3 月 5 日（日）に、青森市文化会館大ホールにて「さよう

なら原発・核燃『311』青森集会」（主催：「なくそう原発・核燃、あ

おもりネットワーク」）が開催され、県内外から 800 名ほどが参加し

ました。河合弘之弁護士は講演の中で、「原発再稼働ではなく、太陽

光や風力発電といった再生可能エネルギーの拡大が重要」と語り、

また、「将来必ず原発のない世の中になる。小さな出来事に一喜一憂

することなく確信を持って運動し続けよう」と訴えました。また、福

島県大熊町の木幡ますみ町議は「福島では放射線との闘いがまだ続

いている。除染してもまた汚染され、作物も作れない」などと被災地

の現状を訴えました。その他、函館市、大間町、むつ市、六ケ所村な

どで脱原発に取り組む方々の活動報告もありました。また、「なくそ

う原発・核燃、、あおもりネットワーク」共同代表でもある大竹進氏

は閉会の挨拶を行い、「日本中、世界中の人々と連帯して、原発や核

燃に頼らない、安全で自然豊かなふるさとを取り戻すために、諦め

ることなく運動を続けよう」と訴えました。オープニングイベント

では、「進め！ドクター大竹の会」の非公式キャラクター ススムン

とススミンが、原発核燃ダメダメ対談＆踊りを披露しました。 

 集会の後、青森市文化会館から市中心部の青森県庁までデモ行進

を行いました。沿道から手を振ってくれる高校生や市民の姿も見う

けられました。 

【ススムン・ススミングッズ 販売中】 

＊売り上げは原価を除き、「進め！ド

クター大竹の会」に寄付します。 

 

バッチ 1個 各\100 

 

🎵原発核燃ダメダメ CD 1 枚 \300  

 

青森県を変えよう！大竹さんと進む私たちの会 

（略称「進め！ドクター大竹の会」） 

住所：〒038-1306 青森市浪岡福田 2丁目 13-8 

Tel.0172-62-3300    FAX：0172-69-1106 

E-mail:susume.dr.otake@gmail.com 

大竹進と「進め！ドクター大竹の会」の活動報告 
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↑ 踊るススムンとススミン 


